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(57)【要約】
　本明細書で開示された態様は、１以上の感覚キューに
基づいて近距離通信（ＮＦＣ）アクションを実施するた
めにＮＦＣデバイスポジショニングを改善することに関
する。一例では、ＮＦＣデバイスは、デバイスが遠隔の
ＮＦＣデバイスと通信するためにＮＦＣアクションを実
施することを試みていることを検出する能力が備わって
おり、そして、デバイスがＮＦＣアクションを実施する
ことを試みているという決定に応答して、デバイスの第
２の面におけるアンテナ位置に対応するデバイスの第１
の面における第１の位置を示すための第１の感覚キュー
を提供し得る。ＮＦＣデバイスは、デバイスが実施する
ことを試みているＮＦＣアクションのタイプを決定する
ようにさらに動作可能であり得、決定されたタイプのＮ
ＦＣアクションに関連する１以上のファクタに基づいて
、デバイスの第１の面上に第２の位置を示す第２の感覚
キューを提供し得る。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　無線通信の方法であって、
　デバイスが、遠隔の近距離通信（ＮＦＣ）デバイスと通信するためにＮＦＣアクション
を実施することを試みていることを検出することと、
　前記デバイスが前記ＮＦＣアクションを実施することを試みているという決定に応答し
て、前記デバイスの第２の面におけるアンテナ位置に対応する前記デバイスの第１の面に
おける第１の位置を示すための第１の感覚キューを提供することと、
　前記デバイスが実施することを試みているＮＦＣアクションのタイプを決定することと
、および
　前記決定されたタイプのＮＦＣアクションに関連する１以上のファクタに基づいて、前
記デバイスの前記第１の面上に第２の位置を示す第２の感覚キューを提供することと、
　を備える、方法。
【請求項２】
　前記１以上のファクタは、前記デバイスに関連する前記アンテナと前記遠隔のＮＦＣデ
バイスに関連するアンテナとの比較上のサイズを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記１以上のファクタは、前記アンテナ位置と前記遠隔のＮＦＣデバイスに関連するア
ンテナとの磁気結合の強さを示す結合値を含む、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記第１の感覚キューと前記第２の感覚キューのうちの少なくとも１つは、前記第１の
面における前記デバイスのユーザインタフェース上の図形表現を備える、請求項１に記載
の方法。
【請求項５】
　前記図形表現は、ターゲット形状、位置を示すテキスト、およびユーザが従うための１
以上の指示を示すテキストのうちの少なくとも１つを備える、請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　前記第１の感覚キューと前記第２の感覚キューのうちの少なくとも１つは、可変的な振
動インジケーションを備え、ここで、前記可変的な振動インジケーションは、前記第１の
または第２の位置と前記デバイスの現在のポジションとの間の距離に基づいて、前記デバ
イス振動の強度および周波数のうちの少なくとも１つを変える、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記第１の感覚キューと前記第２の感覚キューのうちの少なくとも１つは、可変的な聴
覚インジケーションを備え、ここで、前記可変的な聴覚インジケーションは、前記第１の
または第２の位置と前記デバイスの現在のポジションとの間の距離に基づいて、前記デバ
イス聴覚インジケーションの音量、音声メッセージ、周波数のうちの少なくとも１つを変
える、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記検出はさらに、
　前記デバイスのアクティベーション、
　アプリケーションの開始、
　前記デバイスの向きの変化、および
　ユーザ入力、
　のうちの少なくとも１つを検出することを備える、請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　コンピュータプログラム製品であって、
　デバイスが、遠隔の近距離通信（ＮＦＣ）デバイスと通信するためにＮＦＣアクション
を実施することを試みていることを検出し、
　前記デバイスが前記ＮＦＣアクションを実施することを試みているという決定に応答し
て、前記デバイスの第２の面におけるアンテナ位置に対応する前記デバイスの第１の面に
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おける第１の位置を示すための第１の感覚キューを提供し、
　前記デバイスが実施することを試みているＮＦＣアクションのタイプを決定し、および
　前記決定されたタイプのＮＦＣアクションに関連する１以上のファクタに基づいて、前
記デバイスの前記第１の面上に第２の位置を示す第２の感覚キューを提供する、
　ためのコードを備えるコンピュータ読み取り可能な媒体、
　を備える、コンピュータプログラム製品。
【請求項１０】
　前記１以上のファクタは、前記デバイスに関連する前記アンテナと前記遠隔のＮＦＣデ
バイスに関連するアンテナとの比較上のサイズを含む、請求項９に記載のコンピュータプ
ログラム製品。
【請求項１１】
　前記１以上のファクタは、前記アンテナ位置と前記遠隔のＮＦＣデバイスに関連するア
ンテナとの磁気結合の強さを示す結合値を含む、請求項９に記載のコンピュータプログラ
ム製品。
【請求項１２】
　前記第１の感覚キューと前記第２の感覚キューのうちの少なくとも１つは、前記第１の
面における前記デバイスのユーザインタフェース上の図形表現を備える、請求項９に記載
のコンピュータプログラム製品。
【請求項１３】
　前記図形表現は、ターゲット形状、位置を示すテキスト、およびユーザが従うべき１以
上の指示を示すテキストのうちの少なくとも１つを備える、請求項１２に記載のコンピュ
ータプログラム製品。
【請求項１４】
　前記第１の感覚キューと前記第２の感覚キューのうちの少なくとも１つは、可変的な振
動インジケーションを備え、ここで、前記可変的な振動インジケーションは、前記第１の
または第２の位置と前記デバイスの現在のポジションとの間の距離に基づいて、前記デバ
イス振動の強度および周波数のうちの少なくとも１つを変える、請求項９に記載のコンピ
ュータプログラム製品。
【請求項１５】
　前記第１の感覚キューと前記第２の感覚キューのうちの少なくとも１つは、可変的な聴
覚インジケーションを備え、ここで、前記可変的な聴覚インジケーションは、前記第１の
または第２の位置と前記デバイスの現在のポジションとの間の距離に基づいて、前記デバ
イス聴覚インジケーションの音量、音声メッセージ、周波数のうちの少なくとも１つを変
える、請求項９に記載のコンピュータプログラム製品。
【請求項１６】
　検出するための前記コードはさらに、
　前記デバイスのアクティベーション、
　アプリケーションの開始、
　前記デバイスの向きの変化、および
　ユーザ入力、
　のうちの少なくとも１つを検出するためのコードを備える、請求項９に記載のコンピュ
ータプログラム製品。
【請求項１７】
　装置であって、
　デバイスが、遠隔の近距離通信（ＮＦＣ）デバイスと通信するためにＮＦＣアクション
を実施することを試みていることを検出するための手段と、
　前記デバイスが前記ＮＦＣアクションを実施することを試みているという決定に応答し
て、前記デバイスの第２の面におけるアンテナ位置に対応する前記デバイスの第１の面に
おける第１の位置を示すための第１の感覚キューを提供するための手段と、
　前記デバイスが実施することを試みているＮＦＣアクションのタイプを決定するための
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手段と、
　前記決定されたタイプのＮＦＣアクションに関連する１以上のファクタに基づいて、前
記デバイスの前記第１の面上に第２の位置を示す第２の感覚キューを提供するための手段
と、
　を備える、装置。
【請求項１８】
　前記１以上のファクタは、前記デバイスに関連する前記アンテナと前記遠隔のＮＦＣデ
バイスに関連するアンテナとの比較上のサイズを含む、請求項１７に記載の装置。
【請求項１９】
　前記１以上のファクタは、前記アンテナ位置と前記遠隔のＮＦＣデバイスに関連するア
ンテナとの磁気結合の強さを示す結合値を含む、請求項１７に記載の装置。
【請求項２０】
　前記第１の感覚キューと前記第２の感覚キューのうちの少なくとも１つは、前記第１の
面における前記デバイスのユーザインタフェース上の図形表現を備える、請求項１７に記
載の装置。
【請求項２１】
　前記図形表現は、ターゲット形状、位置を示すテキスト、およびユーザが従うべき１以
上の指示を示すテキストのうちの少なくとも１つを備える、請求項２０に記載の装置。
【請求項２２】
　前記第１の感覚キューと前記第２の感覚キューのうちの少なくとも１つは、可変的な振
動インジケーションを備え、ここで、前記可変的な振動インジケーションは、前記第１の
または第２の位置と前記デバイスの現在のポジションとの間の距離に基づいて、前記デバ
イス振動の強度および周波数のうちの少なくとも１つを変える、請求項１７に記載の装置
。
【請求項２３】
　前記第１の感覚キューと前記第２の感覚キューのうちの少なくとも１つは、可変的な聴
覚インジケーションを備え、ここで、前記可変的な聴覚インジケーションは、前記第１の
または第２の位置と前記デバイスの現在のポジションとの間の距離に基づいて、前記デバ
イス聴覚インジケーションの音量、音声メッセージ、周波数のうちの少なくとも１つを変
える、請求項１７に記載の装置。
【請求項２４】
　前記第１の面は、前記第２の面に対し実質的に平行であり、前記第１のおよび第２の面
は、前記デバイスの向かい合う側にあり、ここで、前記第１の面は、ユーザインタフェー
スをさらに含み、ここで、前記第１のおよび第２の感覚キューのうちの少なくとも１つは
、前記ユーザインタフェース上に表示される１以上の図形表現をさらに含む、請求項１７
に記載の装置。
【請求項２５】
　前記第２の面は、前記デバイスが前記ＮＦＣアクションを実施するようにポジショニン
グされる時、ユーザには視覚的にアクセス可能でない、請求項１７に記載の装置。
【請求項２６】
　検出するための前記手段はさらに、
　前記デバイスのアクティベーション、
　アプリケーションの開始、
　前記デバイスの向きの変化、および
　ユーザ入力、
　のうちの少なくとも１つを検出するための手段を備える請求項１７に記載の装置。
【請求項２７】
　ＮＦＣ通信のための装置であって、
　　前記装置の第１の面上のユーザインタフェース、
　　前記装置の第２の面からアクセス可能なアンテナ、
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　　メモリ、
　　前記メモリに結合されたプロセッサ、および
　　前記メモリ、前記ユーザインタフェース、または前記プロセッサのうちの少なくとも
１つに結合されたＮＦＣアクションポジション最適化モジュールを備え、前記ＮＦＣアク
ションポジション最適化モジュールは、
　前記装置が、遠隔の近距離通信（ＮＦＣ）デバイスと通信するためにＮＦＣアクション
を実施することを試みていることを検出し、
　前記装置が前記ＮＦＣアクションを実施することを試みているという決定に応答して、
前記装置の前記第２の面における前記アンテナ位置に対応する前記装置の前記第１の面に
おける第１の位置を示すための第１の感覚キューを提供し、
　前記装置が実施することを試みているＮＦＣアクションのタイプを決定し、および
　前記決定されたタイプのＮＦＣアクションに関連する１以上のファクタに基づいて、前
記装置の前記第１の面上に第２の位置を示す第２の感覚キューを提供する、
　ように構成される、装置。
【請求項２８】
　前記１以上のファクタは、前記装置に関連する前記アンテナと前記遠隔のＮＦＣデバイ
スに関連するアンテナとの比較上のサイズを含む、請求項２７に記載の装置。
【請求項２９】
　前記１以上のファクタは、前記アンテナ位置と前記遠隔のＮＦＣデバイスに関連するア
ンテナとの磁気結合の強さを示す結合値を含む、請求項２７に記載の装置。
【請求項３０】
　前記第１の感覚キューと前記第２の感覚キューのうちの少なくとも１つは、前記第１の
面における前記装置の前記ユーザインタフェース上の図形表現を備える、請求項２７に記
載の装置。
【請求項３１】
　前記図形表現は、ターゲット形状、位置を示すテキスト、およびユーザが従うべき１以
上の指示を示すテキストのうちの少なくとも１つを備える、請求項３０に記載の装置。
【請求項３２】
　前記第１の感覚キューと前記第２の感覚キューのうちの少なくとも１つは、可変的な振
動インジケーションを備え、ここで、前記可変的な振動インジケーションは、前記第１の
または第２の位置と前記装置の現在のポジションとの間の距離に基づいて、前記装置振動
の強度および周波数のうちの少なくとも１つを変える、請求項２７に記載の装置。
【請求項３３】
　前記第１の感覚キューと前記第２の感覚キューのうちの少なくとも１つは、可変的な聴
覚インジケーションを備え、ここで、前記可変的な聴覚インジケーションは、前記第１の
または第２の位置と前記装置の現在のポジションとの間の距離に基づいて、前記装置聴覚
インジケーションの音量、音声メッセージ、周波数のうちの少なくとも１つを変える、請
求項２７に記載の装置。
【請求項３４】
　前記第１の面は、前記第２の面に対し実質的に平行であり、前記第１のおよび第２の面
は、前記装置の向かい合う側にあり、ここで、前記第１のおよび第２の感覚キューのうち
の少なくとも１つは、前記ユーザインタフェース上に表示される１以上の図形表現をさら
に含む、請求項２７に記載の装置。
【請求項３５】
　前記第２の面は、前記装置が前記ＮＦＣアクションを実施するようにポジショニングさ
れる時、ユーザには視覚的にアクセス可能でない、請求項２７に記載の装置。
【請求項３６】
　前記検出することはさらに、
　前記装置のアクティベーション、
　アプリケーションの開始、



(6) JP 2015-522957 A 2015.8.6

10

20

30

40

50

　前記装置の向きの変化、および
　ユーザ入力、
　のうちの少なくとも１つを検出することを備える請求項２７に記載の装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　[0001]　開示される態様は、一般に、デバイス間のおよび／またはデバイス内の通信に
関し、具体的には、１以上の感覚キュー（sensory cue）に基づいたデバイスポジショニ
ングを通して近距離通信（near field communication）（ＮＦＣ）接続を改善するための
方法およびシステムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　[0002]　技術の進歩は、より小型で、より強力なパーソナルコンピューティングデバイ
スをもたらした。例えば、それぞれ小型で軽量、かつユーザが簡単に持ち運ぶことができ
る携帯用無線電話、携帯情報端末（ＰＤＡｓ）そしてページングデバイスのような、無線
コンピューティングデバイスを含む様々な携帯用パーソナルコンピューティングデバイス
が現在存在する。より具体的には、例えば、携帯用無線電話はさらに、無線ネットワーク
を介して、音声およびデータパケットを伝達するセルラ電話を含む。多くのそのようなセ
ルラ電話は、比較的大幅に増加したコンピューティング能力を持つよう製造されており、
そのため、小型のパーソナルコンピュータおよびハンドヘルド（hand-held）ＰＤＡと同
等となりつつある。さらに、そのようなデバイスは、セルラ通信、無線ローカルエリアネ
ットワーク（ＷＬＡＮ）通信、近距離通信（ＮＦＣ）等のような様々な周波数および適応
可能なカバレッジエリアを使用する通信を可能にするように製造されている。
【０００３】
　[0003]　ＮＦＣの１つの特徴は、成功した接続が比較的小さな動作ボリューム内でのみ
確立されることである。言い換えれば、ＮＦＣ使用可能デバイス（ＮＦＣ enabled devic
e）と遠隔のＮＦＣデバイス（remote ＮＦＣ device）は、ＮＦＣアクションを成功裡に
実施するために互いの極めて近くにある必要がある。本明細書で使用される場合、ＮＦＣ
アクションは、無線周波数（ＲＦ）発見、ＮＦＣリンク確立（ＮＦＣ link establishmen
t）、データ交換等を含み得るが、これらに限定されない。比較的小さな動作ボリューム
が原因で、ＮＦＣアクションを実施するためにＮＦＣデバイス上のどこが最適な配置であ
るかを、いかに効率的にユーザへ示すかを決定することにおいて、課題が生じる。一般に
、ロバストな接続（robust connection）を確実にするために、ユーザは、ＮＦＣデバイ
スのアンテナ位置を、遠隔のＮＦＣデバイスに位置合わせ（align）し得る。この位置が
ＮＦＣデバイスの底面（underside）における印によって示されている場合、ＮＦＣデバ
イスが、遠隔のＮＦＣデバイス（例えば、リーダ／ライタ、タグ、ピアデバイス等）の極
めて近くで手に持たれていると、この位置は、ユーザには見えない。さらに、ＮＦＣデバ
イスは、正面（front surface）を実質的に覆っているユーザインタフェースを有し得、
そのため、上面（top surface）に位置を示すための印を配置することは、可能ではない
。また、仮に印がデバイスの正面に配置されることができたとしても、製造者にとって、
外部筐体（external casing）上にそのような印のための位置を選ぶ必要性は、異なるア
ンテナサイズおよび／または位置ごとに異なる筐体が必要とされるであろうことを意味す
ることになる。これは、費用を加算し、および／または、所与のＮＦＣデバイス構成のた
めのアンテナデザインを最適化するための能力を制限するであろう。
【０００４】
　[0004]　従って、１以上の感覚キューに基づいてＮＦＣアクションを実施するためのＮ
ＦＣデバイスポジショニングを改善するための、改善された装置および方法が、望まれ得
る。
【発明の概要】
【０００５】



(7) JP 2015-522957 A 2015.8.6

10

20

30

40

50

　[0005]　以下は、１以上の態様の簡略化された概要を、そのような態様の基本的な理解
を提供するために提示する。この概要は、全ての考慮された態様の広範な概観でなく、ま
た、全ての態様のキーとなるもしくは重要な要素を識別することも、任意のまたは全ての
態様の範囲を詳細に叙述することも意図していない。その唯一の目的は、後に提示される
より詳細な説明への序文として、簡略化された形で１以上の態様のいくつかの概念を提示
することである。
【０００６】
　[0006]　１以上の態様およびそれらの対応する開示に従って、多様な態様が、１以上の
感覚キューに基づいてＮＦＣアクションを実施するためのＮＦＣデバイスポジショニング
を改善することに関連して説明される。一例では、ＮＦＣデバイスは、デバイスが遠隔の
ＮＦＣデバイスと通信するためにＮＦＣアクションを実施することを試みていることを検
出する能力が備わっており、そして、デバイスがＮＦＣアクションを実施することを試み
ているという決定に応答して、デバイスの第２の面におけるアンテナ位置に対応するデバ
イスの第１の面における第１の位置を示すための第１の感覚キューを提供し得る。ＮＦＣ
デバイスは、デバイスが実施することを試みているＮＦＣアクションのタイプを決定する
ようにさらに動作可能であり得、その決定されたタイプのＮＦＣアクションに関連する１
以上のファクタに基づいて、デバイスの第１の面上に第２の位置を示す第２の感覚キュー
を提供し得る。
【０００７】
　[0007]　関連する態様に従って、１以上の感覚キューに基づいてＮＦＣアクションを実
施するための改善されたＮＦＣデバイスポジショニングを提供するための方法が、提供さ
れる。この方法は、デバイスが遠隔のＮＦＣデバイスと通信するためにＮＦＣアクション
を実施することを試みていることを検出すること、を含むことができる。さらに、この方
法は、デバイスがＮＦＣアクションを実施することを試みているという決定に応答して、
デバイスの第２の面におけるアンテナ位置に対応するデバイスの第１の面における第１の
位置を示すための第１の感覚キューを提供することを含み得る。さらに、この方法は、デ
バイスが実施することを試みているＮＦＣアクションのタイプを決定することを含み得る
。加えて、この方法は、決定されたタイプのＮＦＣアクションに関連する１以上のファク
タに基づいて、デバイスの第１の面上に第２の位置を示す第２の感覚キューを提供するこ
とを含むことができる。
【０００８】
　[0008]　別の態様は、通信装置に関する。無線通信装置は、デバイスが、遠隔のＮＦＣ
デバイスと通信するためにＮＦＣアクションを実施することを試みていることを検出する
ための手段を含むことができる。さらに、この通信装置は、デバイスがＮＦＣアクション
を実施することを試みているという決定に応答して、デバイスの第２の面におけるアンテ
ナ位置に対応するデバイスの第１の面における第１の位置を示すための第１の感覚キュー
を提供するための手段を含むことができる。さらに、この通信装置は、デバイスが実施す
ることを試みているＮＦＣアクションのタイプを決定するための手段を含むことができる
。加えて、この通信装置は、その決定されたタイプのＮＦＣアクションに関連する１以上
のファクタに基づいて、デバイスの第１の面上に第２の位置を示す第２の感覚キューを提
供するための手段を含むことができる。
【０００９】
　[0009]　別の態様は、ＮＦＣ通信のための装置に関する。この装置は、ユーザインタフ
ェース、メモリ、およびメモリに結合されたプロセッサを含むことができる。この装置は
さらに、プロセッサまたはユーザインタフェースのうちの少なくとも１つに結合され、デ
バイスが遠隔のＮＦＣデバイスと通信するためにＮＦＣアクションを実施することを試み
ていることを検出するように構成されるＮＦＣアクションポジション最適化モジュール（
ＮＦＣ action position optimization module）を含み得る。さらに、ユーザインタフェ
ースとともにＮＦＣアクションポジション最適化モジュールは、デバイスがＮＦＣアクシ
ョンを実施することを試みているという決定に応答して、デバイスの第２の面におけるア
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ンテナ位置に対応するデバイスの第１の面における第１の位置を示すための第１の感覚キ
ューを提供するように構成され得る。さらに、ＮＦＣアクションポジション最適化モジュ
ールは、デバイスが実施することを試みているＮＦＣアクションのタイプを決定するよう
に構成され得る。加えて、ユーザインタフェースとともにＮＦＣアクションポジション最
適化モジュールは、決定されたタイプのＮＦＣアクションに関連する１以上のファクタに
基づいて、デバイスの第１の面上に第２の位置を示す第２の感覚キューを提供するように
構成され得る。
【００１０】
　[0010]　別の態様は、コンピュータプログラム製品に関し、それは、デバイスが遠隔の
ＮＦＣデバイスと通信するためにＮＦＣアクションを実施することを試みていることを検
出するためのコードを備えるコンピュータ読み取り可能な媒体を有すことができる。さら
に、このコンピュータ読み取り可能な媒体は、デバイスがＮＦＣアクションを実施するこ
とを試みているという決定に応答して、デバイスの第２の面におけるアンテナ位置に対応
するデバイスの第１の面における第１の位置を示すための第１の感覚キューを提供するた
めのコードを含むことができる。さらに、このコンピュータ読み取り可能な媒体は、デバ
イスが実施することを試みているＮＦＣアクションのタイプを決定するためのコードを含
むことができる。加えて、このコンピュータ読み取り可能な媒体は、その決定されたタイ
プのＮＦＣアクションに関連する１以上のファクタに基づいて、デバイスの第１の面上に
第２の位置を示す第２の感覚キューを提供するためのコードを含むことができる。
【００１１】
　[0011]　前述のおよび関係する目的の達成のために、１以上の態様は、以下に十分に説
明され、そして特許請求の範囲において特に指摘される特徴を備える。続く説明および添
付の図面は、１以上の態様の特定の例示の特徴を詳細に説明する。しかしながら、これら
の特徴は、多様な態様の原理が用いられ得る多様な方法のうちのほんのいくつかを示すも
のあり、この説明は、全てのそのような態様およびそれらと同等のものを含むよう意図さ
れている。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
　[0012]　開示される態様は、開示される態様を制限するのではなく例示するために提供
される添付の図面に関連して以下に説明され、ここで、同様の呼称（designation）は同
様の要素を意味する。
【図１】[0013]　図１は、ある態様に応じた近距離無線通信システムの簡略化されたブロ
ック図を例示する。
【図２】[0014]　図２は、ある態様に応じた近距離通信転送システムの簡略化された概略
図を例示する。
【図３】[0015]　図３は、ある態様に応じたＮＦＣ環境のブロック図を例示する。
【図４】[0016]　図４は、ある態様に応じた、第１の側面および第２の側面を持つ例示的
な通信デバイスの複数の見方を例示する。
【図５】[0017]　図５は、ある態様に応じた、ＮＦＣアクションを実施中である間の複数
の時間（ｔｉｍｅｓ）における通信デバイスのブロック図を例示する。
【図６】[0018]　図６は、ある態様に応じた、１以上の感覚キューに基づいてＮＦＣアク
ションを実施するためのＮＦＣデバイスポジショニングを改善するための例示的なシステ
ムを説明する流れ図を例示する。
【図７】[0019]　図７は、ある態様に応じた、１以上の感覚キューに基づいてＮＦＣアク
ションを実施するためのＮＦＣデバイスポジショニングを改善するための別の例示的なシ
ステムを説明する流れ図を例示する。
【図８】[0020]　図８は、ある態様に応じた、通信デバイスの例示的な構造のブロック図
を例示する。
【図９】[0021]　図９は、ある態様に応じた、１以上の感覚キューに基づいてＮＦＣアク
ションを実施するためのＮＦＣデバイスポジショニングを改善するための例示的な通信シ
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ステムのブロック図を例示する。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　[0022]　多様な態様が、これから図面を参照して説明される。続く説明では、説明の目
的で、１以上の態様の十分な理解を提供するために多くの具体的な詳細が説明される。し
かしながら、そのような（１つまたは複数の）態様が、これらの具体的な詳細なしに実行
され得ることは明白であり得る。
【００１４】
　[0023]　一般に、ＮＦＣアクションの一部としてデバイスは、ＮＦＣデバイスおよび／
またはタグのカバレッジエリアの範囲内にある時、ＮＦＣターゲットデバイスおよび／ま
たはタグを認識し得る。その後、デバイスは、通信が確立されることを可能にするために
ＮＦＣアクションのタイプを決定するために十分な情報を取得し得る。ＮＦＣアクション
のタイプの一例は、異なる様々なタイプのＲＦ技術を含む。デバイス間の通信は、ＮＦＣ
－Ａ、ＮＦＣ－Ｂ、ＮＦＣ－Ｆ等に限定されるわけではないが、そのような様々なＮＦＣ
 ＲＦ技術にわたって可能にされ得る。さらに、ＮＦＣアクションは、通信の異なるフェ
ーズに関連する態様（例えば、アクティベーションフェーズ、データ交換フェーズ等）を
含み得る。またさらに、異なるＲＦ技術および異なる様々なタイプのＮＦＣアクションは
、最適な通信を可能にする異なる位置に関連し得る。
【００１５】
　[0024]　図１は、本発明の多様な代表的な実施形態に従って、無線通信システム１００
を例示する。入力電力１０２は、エネルギー転送を提供するための放射界（radiated fie
ld）１０６を生成するために送信機１０４へ提供される。受信機１０８は、放射界１０６
に結合し、出力電力１１０に結合されたデバイス（図示されていない）による貯蔵または
消費のための出力電力１１０を生成する。送信機１０４と受信機１０８の両者は、距離１
１２だけ分離されている。１つの代表的な実施形態において、送信機１０４と受信機１０
８は、相互共振関係（mutual resonant relationship）に従って構成され、受信機１０８
の共振周波数と送信機１０４の共振周波数が非常に近い場合、受信機１０８が放射界１０
６の「近距離場（near-field）」に位置するとき、送信機１０４と受信機１０８の間の送
信ロスは最少である。
【００１６】
　[0025]　送信機１０４はさらに、エネルギー送信手段を提供するための送信アンテナ１
１４を含み、受信機１０８はさらに、エネルギー受信手段を提供するための受信アンテナ
１１８を含む。送信および受信アンテナは、アプリケーションおよびデバイスに従って、
それらに関連するようにサイズ決定（sized）される。上述したように、効率的なエネル
ギー転送は、エネルギーのほとんどを電磁波で遠距離場（far field）へ伝搬するのでは
なく、送信アンテナの近距離場でエネルギーの大部分を受信アンテナへ結合することによ
って起こる。この近距離場にある場合、送信アンテナ１１４と受信アンテナ１１８の間で
結合モードが築かれ得る（developed）。この近距離結合が起こり得る場所であるアンテ
ナ１１４と１１８の周囲のエリアは、本明細書で結合モード領域と称される。
【００１７】
　[0026]　図２は、近距離無線通信システムの簡略化された概略図を示す。送信機２０４
は、発振器２２２、電力増幅器２２４、ならびにフィルタおよび整合回路２２６を含む。
発振器は、所望の周波数で信号を生成するように構成され、それは調節信号２２３に応答
して調節され得る。発振器信号は、制御信号２２５に応じた増幅量で電力増幅器２２４に
よって増幅され得る。フィルタおよび整合回路２２６は、高調波（harmonics）または他
の不要周波数をフィルタ除去（filter out）し、送信機２０４のインピーダンスを送信ア
ンテナ２１４へ整合させるために含まれ得る。
【００１８】
　[0027]　受信機２０８は、受信機に結合されたデバイス（図示されていない）へ電力供
給するため、または、図２に示されるバッテリ２３６を充電するためにＤＣ電力出力を生
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成するために整流および切り替え回路２３４ならびに整合回路２３２を含み得る。整合回
路２３２は、受信機２０８のインピーダンスを受信アンテナ２１８へ整合させるために含
まれ得る。受信機２０８および送信機２０４は、別個の（separate）通信チャネル２１９
（例えば、Bluetooth（登録商標）、zigbee、セルラ（cellular）等）で通信し得る。
【００１９】
　[0028]　図３に関して、ある態様に応じた通信ネットワーク３００のブロック図が例示
される。通信ネットワーク３００は、アンテナ３２４を通して、１以上のＮＦＣ技術３２
６（例えば、ＮＦＣ－Ａ、ＮＦＣ－Ｂ、ＮＦＣ－Ｆ等）を使用して遠隔のＮＦＣデバイス
３３０と通信し得る通信デバイス３１０を含み得る。１つの態様では、遠隔のＮＦＣデバ
イス３３０および／または通信デバイス３１０は、１以上のＲＦプロトコル３３６を使用
し、１以上のＲＦインタフェース３３４を通してＮＦＣ通信モジュール３３２を通じて通
信するように動作可能であり得る。別の態様では、通信デバイス３１０は、アクセスネッ
トワークおよび／またはコアネットワーク（例えば、ＣＤＭＡネットワーク、ＧＰＲＳネ
ットワーク、ＵＭＴＳネットワーク、ならびに他のタイプの有線および無線通信ネットワ
ーク）に接続されるように動作可能であり得る。１つの態様では、遠隔のＮＦＣデバイス
３３０は、遠隔のＮＦＣタグ、リーダ／ライタデバイス、ピアイニシエータデバイス（pe
er initiator device）、遠隔のピアターゲットデバイス等に限定されるわけではないが
、それらを含み得る。
【００２０】
　[0029]　通信デバイス３１０は、ＮＦＣコントローラインタフェース（ＮＣＩ）３２０
を含み得る。１つの態様では、ＮＣＩ ３２０は、ＮＦＣ使用可能アンテナ（ＮＦＣ enab
led antenna）３２４とＮＦＣコントローラ３１２の間の通信を可能にするように動作可
能であり得る。
【００２１】
　[0030]　通信デバイス３１０はさらに、ＮＦＣコントローラ（ＮＦＣＣ）３１２、デバ
イスホスト（ＤＨ）３４０、およびユーザインタフェース３６０を含み得る。１つの態様
では、ＮＦＣＣ３１２は、ＲＦインタフェースモジュール３１４を含み得る。ＲＦインタ
フェースモジュール３１４は、ＮＦＣ発見処理（ＮＦＣ discovery process）の一部とし
てＲＦ発見ループ（ＲＦ discovery loop）を使用してＲＦ発見を実施するように動作可
能であり得る。ＤＨ ３４０は、ＲＦ発見、ＮＦＣデータ交換等に限定されるわけではな
いが、そのような多様なＮＦＣアクションを実施することをＮＦＣＣ３１２に促すコマン
ドを生成するように動作可能であり得る。ユーザインタフェース３６０は、入力メカニズ
ム３６２および出力メカニズム３６４を含み得る。
【００２２】
　[0031]　通信デバイス３１０は、ＮＦＣアクションポジション最適化モジュール３５０
を含み得る。ＮＦＣアクションポジション最適化モジュール３５０は、ＮＦＣアクション
が通信デバイス３１０によって試みられているという決定に少なくとも部分的に基づいて
、１以上の第１の感覚キュー３６６を提供することをユーザインタフェース３６０に促す
ように動作可能であり得る。本明細書で使用される場合、ＮＦＣアクションは、ＲＦ発見
、ＮＦＣリンク確立、データ交換等に限定されるわけではないが、それらを含み得る。さ
らに、ＮＦＣアクションポジション最適化モジュール３５０は、通信デバイス３１０が実
施することを試みているＮＦＣアクションのタイプの決定に少なくとも部分的に基づいて
、１以上の第２の感覚キュー３６８を提供することをユーザインタフェース３６０に促す
ように動作可能であり得る。本明細書で使用される場合、ＮＦＣアクションのタイプは、
ＮＦＣアクションに使用されるＲＦ技術のタイプ、通信デバイス３１０が通信することを
試みている遠隔のＮＦＣデバイスのタイプ、ＮＦＣアクション中に使用されるデータレー
ト等に限定されるわけではないが、それらを含み得る。
【００２３】
　[0032]　１つの動作態様では、通信デバイス３１０がＮＦＣアクションを実施すること
を試みていることをＮＦＣアクションポジション最適化モジュール３５０が検出すると、



(11) JP 2015-522957 A 2015.8.6

10

20

30

40

50

ＮＦＣアクションポジション最適化モジュール３５０は、通信デバイス３１０におけるＮ
ＦＣアンテナ３２４の位置を示すことを支援するために第１の感覚キュー３６６を提供す
ることをユーザインタフェース３６０に促し得る。１つの態様では、感覚キューは、図形
表現（graphical representation）、聴覚インジケーション（auditory indication）、
振動インジケーション（vibration indication）等のうちの少なくとも１つを含み得る。
上で説明した動作態様に続き、通信デバイス３１０が実施することを試みているＮＦＣア
クションのタイプをＮＦＣアクションポジション最適化モジュール３５０が決定すると、
ＮＦＣアクションポジション最適化モジュール３５０は次に、決定されたタイプのＮＦＣ
アクションを実施するために、遠隔のＮＦＣデバイス３３０に対して通信デバイス３１０
をポジショニングする最適な位置である位置を示すことを支援するために第２の感覚キュ
ー３６８を提供することをユーザインタフェース３６０に促し得る。その後、通信デバイ
ス３１０と遠隔のＮＦＣデバイス３３０は、ＮＦＣアクションを実施し得る。
【００２４】
　[0033]　従って、１以上の感覚キュー（３６６、３６８）の使用を通して、ＮＦＣアク
ションを実施するための改善されたＮＦＣアンテナ３２４の位置合わせ（align）を提供
するためのシステムおよび方法が、開示される。
【００２５】
　[0034]　図４は、第１の側面４０２および第２の側面４０４を有する例示的な通信デバ
イス４００の複数の見方（４０１、４０３）を例示する。通信デバイス４００の第１の見
方４０１は、第１の面４０２上にユーザインタフェースディスプレイ４０６を有する第１
の面４０２を例示する。通信デバイス４００の第２の見方４０３は、ＮＦＣアンテナ４１
０の位置を有する第２の面４０４を例示する。図４は、単一のＮＦＣアンテナ４１０を描
写するが、この説明が複数のＮＦＣアンテナ４１０に適用され得ることを当業者は理解す
るだろう。１つの態様では、遠隔のＮＦＣデバイス（例えば、３０３）とのＮＦＣアンテ
ナ４１０の位置合わせは、通信デバイス４００がＮＦＣアクションを実施することを可能
にする。図４に描写されるように、第１の面４０２は、第２の面４０４に対し実質的に平
行であり、第１の面４０２と第２の面４０４とは、通信デバイス４００の向かい合う側（
opposite sides）にある。そのため、通信デバイス４００がＮＦＣアクションを実施する
ためにポジショニングされる場合、動作中、第２の面４０４は、第１の面４０２上のユー
ザインタフェース４０６とインタラクトするユーザには、視覚的にアクセス可能（visual
ly accessible）でない。
【００２６】
　[0035]　１つの態様では、通信デバイス４００は、ユーザがＮＦＣアクションを実施す
ることを試みていることを検出し得る。そのような態様では、通信デバイス４００は、通
信デバイス４００のアクティベーションを検出すること、アプリケーションの開始を検出
すること、通信デバイス４００の向き（orientation）の変化を検出すること、ユーザ入
力等のうちの少なくとも１つを通した試みを検出し得る。試みられたＮＦＣアクションを
検出すると、通信デバイス４００は、ユーザがＮＦＣアンテナ４１０を遠隔のＮＦＣデバ
イス（例えば、リーダ／ライタ、タグ、ピアデバイス等）に位置合わせすることを支援す
るために１以上の感覚キューを提供し得る。
【００２７】
　[0036]　１つの態様では、感覚キューは、第１の面４０２における通信デバイス４００
のユーザインタフェース４０６上の図形表現４０８を含み得る。そのような態様では、図
形表現４０８は、ターゲット形状、矢印方向、位置を示すテキスト、ユーザが従うべき１
以上の指示を示すテキスト等を含み得る。
【００２８】
　[0037]　１つの態様では、感覚キューは、振動モジュール４１２によって可能にされる
可変的な振動インジケーションを含み得る。そのような態様では、振動モジュール４１２
は、ＮＦＣアンテナ４１０に対する位置合わせ位置（alignment location）の近さに基づ
いて、振動の周波数（frequency）、強度等を変え得る。言い換えれば、振動モジュール
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４１２は、通信デバイス４００が位置合わせ位置のより近くへ移動させられるにつれ、振
動周波数および／または振動強度を増加させることを可能にし得る。
【００２９】
　[0038]　１つの態様では、感覚キューは、スピーカ４１４ａ、オーディオインタフェー
ス４１４ｂ等に限定されるわけではないが、そのような１以上の聴覚モジュール（audito
ry modules）によって可能にされる可変的な聴覚インジケーションを含み得る。そのよう
な態様では、聴覚モジュール（４１４ａ、４１４ｂ）は、ＮＦＣアンテナ４１０に対する
位置合わせ位置の近さに基づいて、音量、音声メッセージ、オーディオ信号の周波数を変
え得る。例えば、聴覚モジュール（４１４ａ、４１４ｂ）は、通信デバイス４００が位置
合わせ位置のより近くへ移動させられるにつれ、周波数および／または音量が変化する「
ピンギング（pinging）」ノイズを提供し得る。別の例では、聴覚モジュール（４１４ａ
、４１４ｂ）は、ユーザが位置合わせ位置のより近くへ通信デバイス４００を導くことを
支援するために、言葉の命令（例えば、「左へ動け」、「上へ動け」等）を提供し得る。
【００３０】
　[0039]　１つの態様では、多様な感覚キューは、互いに組み合わせて使用され得る。例
えば、ユーザが位置合わせ位置のより近くへ通信デバイス４００を導くことを支援するた
めの発せられた命令を聴覚モジュール４１４ａが提供すると、ユーザインタフェース４０
６はターゲット４０８を表示し得る。
【００３１】
　[0040]　１つの態様では、ＮＦＣアンテナ４１０の、遠隔のＮＦＣデバイスに関連する
アンテナへの直接的な位置合わせ（direct alignment）は、異なる様々なタイプのＮＦＣ
アクションを実施するための最適な位置合わせを提供しない可能性がある。ＮＦＣアンテ
ナ４１０と遠隔のＮＦＣデバイスに関連するアンテナとの比較上のサイズ（comparative 
size）、ＮＦＣアンテナ４１０と遠隔のＮＦＣデバイスに関連するアンテナとの磁気結合
の強さを示す結合値に限定されるわけではないが、そのような１以上のファクタが、ＮＦ
Ｃアンテナの位置合わせに影響し得る。そのため、通信デバイス４００が、ユーザが実施
することを試みているＮＦＣアクションのタイプを一旦決定すると、ユーザが通信デバイ
ス４００を遠隔のＮＦＣデバイス（例えば、３３０）に位置合わせすることを支援して、
決定されたタイプのＮＦＣアクションを容易にするために、第２の１以上の感覚キューが
提供され得る。位置合わせ処理についてのさらなる説明は、図５を参照して提供される。
【００３２】
　[0041]　図５は、ＮＦＣアクションを実施中である間の複数の時間（５０１、５０３、
５０５）における例示的な通信デバイス５０２を例示する。通信デバイス５０２は、正面
（例えば、第１の面）の相当な部分をオカレンスするユーザインタフェース５０４を含み
得る。
【００３３】
　[0042]　時間間隔５０１において、通信デバイス５０２は、ユーザが遠隔のＮＦＣデバ
イス５０６とＮＦＣアクションを実施することを試みていることを検出し得る。この検出
に応答して、通信デバイス５０２は、第１の感覚キュー５０８ａを提供し得る。１つの態
様では、第１の感覚キュー５０８ａは、図形表現、聴覚インジケーション、振動インジケ
ーション等のうちの少なくとも１つを含み得る。さらに、第１の感覚キュー５０８ａは、
通信デバイス５０２の裏面（例えば、第２の面）に位置するＮＦＣアンテナの位置の表現
を提供し得る。描写された態様では、第１の感覚キュー５０８ａは、ユーザインタフェー
ス５０４上に表示されたターゲット形状を含む。
【００３４】
　[0043]　時間間隔５０３において、通信デバイス５０２が、第１の感覚キュー５０８ｂ
に基づいて、一旦遠隔のＮＦＣデバイス５０６の近くにあると、通信デバイス５０２は、
ユーザが実施することを試みているＮＦＣアクションのタイプを決定し得る。異なる様々
なタイプのＮＦＣアクションが、遠隔のＮＦＣデバイス５０６と通信デバイス５０２に関
連する１以上のＮＦＣアンテナ間の異なる位置合わせを通して可能にされ得ると、第２の
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感覚キュー５１０が提供され得る。ある態様では、第２の感覚キュー５１０が一旦提供さ
れると、第１の感覚キューは、修正された５０８ｂとなり得る。そのような態様では、修
正は、第１の感覚キュー５０８ｂの除去、中断、フェーディング（fading）すること、部
分的に透過的になる（partially transparent）ように変化すること等を含み得る。第１
の感覚キュー５０８ａの下に位置するＮＦＣアンテナと遠隔のＮＦＣデバイス５０６に関
連するアンテナとの比較上のサイズ、第１の感覚キュー５０８ａの下に位置するＮＦＣア
ンテナと遠隔のＮＦＣデバイス５０６に関連するアンテナとの磁気結合の強さを示す結合
値に限定されるわけではないが、そのような１以上のファクタが、第２の感覚キュー５１
０の位置を決定するために使用され得る。
【００３５】
　[0044]　時間間隔５０５において、通信デバイス５０２は、第２の感覚キュー５１０で
位置合わせされ得、ＮＦＣアクションが実施され得る。
【００３６】
　[0045]　図６－７は、提示された主題事項の多様な態様に応じた多様な方法体系を例示
する。説明の簡略化のために、この方法体系は一連の行為または連続するステップとして
図示および説明されるが、いくつかの行為は本明細書で図示および説明されるものとは異
なる順序でおよび／または他の行為と同時に起こり得るので、特許請求される主題事項は
、行為の順序により限定されないことが、理解および認識されるべきである。例えば、方
法体系は、状態図のように、一連の相関状態またはイベントとして代わりに表されること
ができることを、当業者は理解および認識するだろう。さらに、全ての例示された行為が
、特許請求される主題事項に応じた方法体系を実現するために必要とされ得るわけではな
い。加えて、以下および本明細書全体に開示された方法体系は、そのような方法体系をコ
ンピュータへトランスポートする（transporting）および転送する（transferring）こと
を容易にするために、製品（article of manufacture）に記憶されることができることが
、さらに認識されるべきである。本明細書で使用される場合、製品という用語は、任意の
コンピュータ読み取り可能なデバイス、キャリア、または媒体からアクセス可能なコンピ
ュータプログラムを包含するよう意図されている。
【００３７】
　[0046]　図６は、ＮＦＣアクションを実施するために使用する１以上のポジションをユ
ーザに効率的に示すための処理６００を説明する、例示的な流れ図を描写する。
【００３８】
　[0047]　ブロック６０２において、デバイスは、遠隔のＮＦＣデバイスと通信するため
にＮＦＣアクションを実施しようとする試みを検出し得る。１つの態様では、デバイスは
、ＮＦＣアクションがしきい値期間（threshold period of time）内に実施され得ること
を検出し得る。１つの態様では、この検出は、デバイスをアクティベートすること、ＮＦ
Ｃに関連するアプリケーションをアクティベートすること、デバイスの向きの変化等のう
ちの少なくとも１つの結果として生じ得る。別の態様では、デバイスは、遠隔のＮＦＣデ
バイスがしきい値距離（threshold distance）内にあることを検出し得、その潜在的な存
在をユーザに通知し得る。
【００３９】
　[0048]　ブロック６０４において、デバイスは、デバイスがＮＦＣアクションを実施す
ることを試みているという決定に応答して、デバイスの第２の面におけるアンテナ位置に
対応するデバイスの第１の面における第１の位置を示すための第１の感覚キューを提供し
得る。１つの態様では、感覚キューは、第１の面上のユーザインタフェース上の図形表現
であり得る。そのような態様では、感覚キューは、ＮＦＣアクションを実施するために、
デバイスのユーザインタフェース上の、ポジションを示す「印（mark）」のような図形表
示を含み得る。一般に、ＮＦＣアクションは、スクリーンがオンの間、ＰＯＳ（point of
 sale）端末のようなリーダ／ライタ（reader/writer）とインタラクトしても、スマート
ポスタ（smart poster）のようなタグとインタラクトしても、別のハンドヘルドデバイス
のようなピアデバイスとインタラクしても、行われ得る（conduct）。「リーダにタッチ
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せよ」のようなスクリーン上のメッセージを単に表示する代わりに、デバイスはさらに、
そのイメージの「下」にＮＦＣアンテナが位置しているという場所、を示す図形表現を表
示し得る。別の態様では、感覚キューは、可変的な振動インジケーションおよび／または
可変的な聴覚インジケーションのうちの少なくとも１つを含み得る。１つの態様では、可
変的な振動インジケーションは、第１のまたは第２の位置とデバイスの現在のポジション
との間の距離に基づいて、デバイス振動の強度および周波数のうちの少なくとも１つを変
え得る。１つの態様では、可変的な聴覚インジケーションは、第１のまたは第２の位置と
デバイスの現在のポジションとの間の距離に基づいて、デバイス聴覚インジケーションの
音量および周波数のうちの少なくとも１つを変え得る。１以上の第１のおよび第２の感覚
キューの使用は、筐体の製造者への追加的な負担を提供することなく、複雑なアンテナデ
ザインが実現されることを可能にし得る。
【００４０】
　[0049]　ブロック６０６において、デバイスは、ユーザが実施することを試みているＮ
ＦＣアクションのタイプを決定し得る。本明細書で使用される場合、ＮＦＣアクションの
タイプは、ＮＦＣアクションに使用されるＲＦ技術のタイプ、通信デバイスが通信するこ
とを試みている遠隔のＮＦＣデバイスのタイプ、ＮＦＣアクション中に使用されるデータ
レート等に限定されるわけではないが、それらを含み得る。
【００４１】
　[0050]　ブロック６０８において、デバイスは、決定されたタイプのＮＦＣアクション
に関連する１以上のファクタに基づいて、デバイスの第１の面上に第２の位置を示す第２
の感覚キューを提供し得る。１つの態様では、１以上のファクタは、ＮＦＣアンテナと遠
隔のＮＦＣデバイスに関連するアンテナとの比較上のサイズ、ＮＦＣアンテナと遠隔のＮ
ＦＣデバイスに関連するアンテナとの磁気結合の強さを示す結合値等に限定されるわけで
はないが、それらを含み得る。１つの態様では、デバイスが複数のアンテナを含む場合、
第２の感覚キューは、決定されたタイプのＮＦＣアクションに使用され得る複数のＮＦＣ
アンテナのうちの１つのポジションに基づき得る。別の態様では、デバイスが兼用（comb
ination）および／またはチューナブル（tunable）アンテナを含む場合、第２の感覚キュ
ーは、決定されたタイプのＮＦＣアクションに基づいて位置を示し得る。例えば、狭域／
広域兼用アンテナ（a combination focused/wide area antenna）は、ある位置ではカー
ドエミュレーション用に比較的うまく機能し得、別の位置では読み取りおよび書き込み用
に比較的うまく機能し得る。
【００４２】
　[0051]　ある随意の態様では、ブロック６１０において、ユーザは、１以上の第２の感
覚キューに基づいて遠隔のＮＦＣのエンドポイント（例えば、リーダ／ライタ、タグ、ピ
アデバイス等）にデバイスを位置合わせし得、ＮＦＣアクションを実施し得る。
【００４３】
　[0052]　図７は、ＮＦＣアクションを実施するために使用する１以上のポジションをユ
ーザに効率的に示すための別の処理７００を説明する例示的な流れ図を描写する。
【００４４】
　[0053]　ブロック７０２において、ある随意の態様では、ＮＦＣデバイスのアクティベ
ーションが検出され得る。ブロック７０４において、ＮＦＣデバイスは、ＮＦＣアクショ
ンが試みられているかどうか、および／またはしきい値期間内に試みられ得るかどうかを
決定する。１つの態様では、この検出は、デバイスをアクティベートすること、ＮＦＣに
関連するアプリケーションをアクティベートすること、デバイスの向きの変化等のうちの
少なくとも１つの結果として生じ得る。別の態様では、デバイスは、遠隔のＮＦＣデバイ
スがしきい値距離内にあることを検出し得、その潜在的な存在をユーザに通知し得る。ブ
ロック７０４において、ＮＦＣデバイスが、ＮＦＣアクションが試みられていない、およ
び／またはしきい値期間内で試みられ得ないことを決定する場合、ＮＦＣデバイスは、将
来のＮＦＣアクションのために監視を続け得る。
【００４５】
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　[0054]　反対に、ブロック７０４においてＮＦＣデバイスがＮＦＣアクションが試みら
れていることを決定する場合、ブロック７０６において、ＮＦＣデバイスは、ＮＦＣアク
ションのためのアンテナ位置合わせのために、デバイス上に第１の位置を示す第１の感覚
キューを提供し得る。１つの態様では、第１の感覚キューは、ＮＦＣアンテナが位置する
ＮＦＣデバイスの第２の面の位置のインジケーションを提供し得る。
【００４６】
　[0055]　ブロック７０８において、ＮＦＣデバイスは、試みられたＮＦＣアクションの
タイプが既知のものであるかどうかを決定する。本明細書で使用される場合、ＮＦＣアク
ションのタイプは、ＮＦＣアクションに使用されるＲＦ技術のタイプ、通信デバイスが通
信することを試みている遠隔のＮＦＣデバイスのタイプ、ＮＦＣアクション中に使用され
るデータレート等に限定されるわけではないが、それらを含み得る。ブロック７０８にお
いて、ＮＦＣデバイスが、試みられているＮＦＣアクションのタイプを決定すると、ブロ
ック７１０において、そのＮＦＣアクションのタイプに基づいてさらなる位置合わせを支
援するため、第２の位置を示すための第２の感覚キューが提供される。ブロック７１２に
おいて、ＮＦＣデバイスが、第２の感覚キューを使用して一旦位置合わせされると、ＮＦ
Ｃアクションが実施され得る。
【００４７】
　[0056]　反対に、ブロック７０８において、ＮＦＣデバイスが、試みられているＮＦＣ
アクションのタイプを決定しない場合、ブロック７１４において、ＮＦＣデバイスは、第
１の感覚キューを使用して提供された位置合わせ情報に基づいてＮＦＣアクションを実施
することを試み得る。
【００４８】
　[0057]　従って、ＮＦＣデバイスは、ＮＦＣアクションを実施する際に使用すべき１以
上のポジションをユーザに効率的に示し得る。
【００４９】
　[0058]　図３を参照しつつ、次に図８に移ると、通信デバイス８００の例示的な構造が
例示される。図８に描写されるように、通信デバイス８００は、例えば、受信アンテナ（
図示されていない）から信号を受信し、受信された信号に典型的なアクションを実施し（
例えば、フィルタする、増幅する、ダウンコンバートする等）、調整信号をデジタル化し
て、サンプルを取得する受信機８０２を備える。受信機８０２は、受信されたシンボルを
復調し、それらをチャネル推定のためにプロセッサ８０６に提供することができる復調器
８０４を備えることができる。プロセッサ８０６は、受信機８０２によって受信された情
報を分析することおよび／または送信機８２０による送信のための情報を生成すること専
用のプロセッサ、デバイス８００の１以上のコンポーネントを制御するプロセッサ、およ
び／または受信機８０２によって受信された情報を分析し、送信機８２０による送信のた
めの情報を生成し、そして通信デバイス８００の１以上のコンポーネントを制御もするプ
ロセッサ、であることができる。さらに、信号は、プロセッサ８０６によって処理された
信号を変調し得る変調器８１８を通して送信機８２０による送信の準備をされ得る。
【００５０】
　[0059]　通信デバイス８００は、プロセッサ８０６に限定されるわけではないが、例え
ばそのような、多様なコンポーネントと機能的に結合され、そして、送信されるデータ、
受信されたデータ、利用可能なチャネルに関する情報、ＴＣＰフロー、分析された信号お
よび／または干渉の強さに関連するデータ、割り当てられたチャネル、電力、レートまた
は同等物に関する情報、ならびにＮＦＣアクション接続の確立を支援するための任意の他
の適切な情報を記憶することができるメモリ８０８をさらに備えることができる。
【００５１】
　[0060]　さらに、プロセッサ８０６、ユーザインタフェース８４０、受信機８０２、お
よび／またはＮＦＣアクションポジション最適化モジュール８６０は、デバイスが遠隔の
近距離通信（ＮＦＣ）デバイスと通信するためにＮＦＣアクションを実施することを試み
ていることを検出するための手段、デバイスがＮＦＣアクションを実施することを試みて
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いるという決定に応答して、デバイスの第２の面におけるアンテナ位置に対応するデバイ
スの第１の面における第１の位置を示すための第１の感覚キューを提供するための手段、
デバイスが実施することを試みているＮＦＣアクションのタイプを決定するための手段、
およびその決定されたタイプのＮＦＣアクションに関連する１以上のファクタに基づいて
、デバイスの第１の面上に第２の位置を示す第２の感覚キューを提供するための手段、を
提供することができる。
【００５２】
　[0061]　本明細書で説明されたデータ記憶（例えば、メモリ８０８）は、揮発性メモリ
か不揮発性メモリのいずれかであることができるか、あるいは揮発性および不揮発性メモ
リの両方を含むことができることは理解されるだろう。限定ではなく、例示として、不揮
発性メモリは、読み取り専用メモリ（ＲＯＭ）、プログラム可能なＲＯＭ（ＰＲＯＭ）、
電気的にプログラム可能なＲＯＭ（ＥＰＲＯＭ）、電気的に消去可能なＰＲＯＭ（ＥＥＰ
ＲＯＭ）、またはフラッシュメモリを含むことができる。揮発性メモリは、ランダムアク
セスメモリ（ＲＡＭ）を含むことができ、それは外部キャッシュメモリとして働く。限定
ではなく、例示として、ＲＡＭは、同期ＲＡＭ（ＳＲＡＭ）、ダイナミックＲＡＭ（ＤＲ
ＡＭ）、同期ＤＲＡＭ（ＳＤＲＡＭ）、ダブルデータレートＳＤＲＡＭ（ＤＤＲ ＳＤＲ
ＡＭ）、エンハンスドＳＤＲＡＭ（ＥＳＤＲＡＭ）、シンクリンクＤＲＡＭ（ＳＬＤＲＡ
Ｍ）、およびダイレクトラムバスＲＡＭ（ＤＲＲＡＭ）のような多くの形式で利用可能で
ある。本願の主題のシステムおよび方法のメモリ８０８は、これらと、任意の他の適切な
タイプのメモリに限定されることなく、それらを備え得る。
【００５３】
　[0062]　デバイス８００は、ＮＦＣコントローラ（ＮＦＣＣ）８３０、デバイスホスト
（ＤＨ）８３４を含み得る。１つの態様では、ＮＦＣＣ ８３０は、ＲＦ発見モジュール
８３２を含み得る。ＲＦ発見モジュール８３２は、ＮＦＣ通信を可能にするための発見処
理の一部として、ＲＦ発見ループを使用してＲＦ発見を実施するように動作可能であり得
る。ＤＨ ８３４は、ＲＦ発見、ＮＦＣデータ交換等に限定されるわけではないが、その
ような、多様なＮＦＣアクションを実施することをＮＦＣＣ ８３０に促すコマンドを生
成するように動作可能であり得る。
【００５４】
　[0063]　別の態様では、通信デバイス８００は、ＮＣＩ ８５０を含み得る。１つの態
様では、ＮＣＩ ８５０は、ＮＦＣ使用可能アンテナ（例えば、８０２、８２０）、ＮＦ
Ｃコントローラ８３０およびＤＨ ８３４の間の通信を可能にするように動作可能であり
得る。ＮＣＩ ８５０は、リスニングモードおよび／またはポーリングモードで機能する
ように動作可能であり得る。
【００５５】
　[0064]　通信デバイス８００は、ユーザインタフェース８４０を含み得る。ユーザイン
タフェース８４０は、通信デバイス８００への入力を生成するための入力メカニズム８４
２、および通信デバイス８００のユーザによる消費のための情報を生成するための出力メ
カニズム８４４を含み得る。例えば、入力メカニズム８４２は、キーまたはキーボード、
マウス、タッチスクリーンディスプレイ、マイクロホン等のようなメカニズムを含み得る
。さらに、例えば、出力メカニズム８４４は、ディスプレイ、オーディオスピーカ、触覚
フィードバックメカニズム、パーソナルエリアネットワーク（ＰＡＮ）トランシーバ等を
含み得る。例示された態様では、出力メカニズム８４４は、画像または映像形式のメディ
アコンテンツを提示するよう動作可能であるディスプレイ、あるいはオーディオ形式のメ
ディアコンテンツを提示するためのオーディオスピーカを含み得る。
【００５６】
　[0065]　別の態様では、通信デバイス８００は、ＮＦＣアクションポジション最適化モ
ジュール８６０を含み得る。ＮＦＣアクションポジション最適化モジュール８６０は、Ｎ
ＦＣアクションが通信デバイス８００によって試みられているという決定に少なくとも部
分的に基づいて、１以上の第１の感覚キュー８４６を提供することをユーザインタフェー
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ス８４０に促すように動作可能であり得る。本明細書で使用される場合、ＮＦＣアクショ
ンは、ＲＦ発見、ＮＦＣリンク確立、データ交換等に限定されるわけではないが、それら
を含み得る。さらに、ＮＦＣアクションポジション最適化モジュール８６０は、通信デバ
イス８００が実施することを試みているＮＦＣアクションのタイプの決定に少なくとも部
分的に基づいて、１以上の第２の感覚キュー８４８を提供することをユーザインタフェー
ス８４０に促すように動作可能であり得る。本明細書で使用される場合、ＮＦＣアクショ
ンのタイプは、ＮＦＣアクションに使用されるＲＦ技術のタイプ、通信デバイス８００が
通信することを試みている遠隔のＮＦＣデバイスのタイプ、ＮＦＣアクション中に使用さ
れるデータレート等に限定されるわけではないが、それらを含み得る。別の態様では、Ｎ
ＦＣアクションポジション最適化モジュール８６０は、図６－７に関して説明された処理
を実施するように動作可能である。
【００５７】
　[0066]　図９は、ある態様に応じた、１以上の感覚キューに基づいてＮＦＣアクション
を実施するためのＮＦＣデバイスポジショニングを改善するように動作可能である代表的
な通信システム９００のブロック図を描写する別の１つを描写する。例えば、システム９
００は、少なくとも部分的に通信デバイス（例えば、通信デバイス８００）内に存在する
ことができる。システム９００は、機能ブロックを含むものとして表わされ、それはプロ
セッサ、ソフトウェア、またはそれらの組み合わせ（例えば、ファームウェア）によって
実装される機能を表わす機能ブロックであることができることが認識されるべきである。
システム９００は、連動して作動することができる電気コンポーネントの論理グルーピン
グ９０２を含む。
【００５８】
　[0067]　例えば、論理グルーピング９０２は、デバイスが遠隔の近距離通信（ＮＦＣ）
デバイスと通信するためにＮＦＣアクションを実施することを試みていることを検出する
ための手段９０４を提供し得る電気コンポーネントを含むことができる。１つの態様では
、検出するための手段は、デバイスのアクティベーション、アプリケーションの開始、デ
バイスの向きの変化、ユーザ入力等のうちの少なくとも１つを検出するための手段をさら
に含み得る。
【００５９】
　[0068]　さらに、論理グルーピング９０２は、デバイスがＮＦＣアクションを実施する
ことを試みているという決定に応答して、デバイスの第２の面におけるアンテナ位置に対
応するデバイスの第１の面における第１の位置を示すための第１の感覚キューを提供する
ための手段９０６を提供し得る電気コンポーネントを含むことができる。
【００６０】
　[0069]　またさらに、論理グルーピング９０２は、デバイスが実施することを試みてい
るＮＦＣアクションのタイプを決定するための手段９０８を提供し得る電気コンポーネン
トを含むことができる。
【００６１】
　[0070]　加えて、論理グルーピング９０２は、決定されたタイプのＮＦＣアクションに
関連する１以上のファクタに基づいて、デバイスの第１の面上に第２の位置を示す第２の
感覚キューを提供するための手段９１０を提供し得る電気コンポーネントを含むことがで
きる。１つの態様では、１以上のファクタは、デバイスに関連するアンテナと遠隔のＮＦ
Ｃデバイスに関連するアンテナとの比較上のサイズ、１以上のアンテナのうちの少なくと
も１つと遠隔のＮＦＣデバイスに関連するアンテナとの磁気結合の強さを示す結合値等を
含み得る。１つの態様では、第１の感覚キューと第２の感覚キューのうちの少なくとも１
つは、第１の面におけるデバイスのユーザインタフェース上の図形表現を含み得る。別の
態様では、第１の感覚キューと第２の感覚キューのうちの少なくとも１つは、第１のまた
は第２の位置とデバイスの現在のポジションとの間の距離に基づいて、デバイス振動の強
度および周波数のうちの少なくとも１つを変え得る可変的な振動インジケーションを含み
得る。１つの態様では、第１の感覚キューと第２の感覚キューのうちの少なくとも１つは
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、第１のまたは第２の位置とデバイスの現在のポジションとの間の距離に基づいて、デバ
イス聴覚インジケーションの音量、音声メッセージ、周波数のうちの少なくとも１つを変
え得る可変的な聴覚インジケーションを含み得る。
【００６２】
　[0071]　さらに、システム９００は、電気コンポーネント９０４、９０６、９０８、お
よび９１０に関連する機能を実行するための命令を保持し、電気コンポーネント９０４、
９０６、９０８、９１０等によって取得または使用されるデータを記憶するメモリ９１２
を含むことができる。電気コンポーネント９０４、９０６、９０８、および９１０のうち
の１以上は、メモリ９１２の外部にあるように図示されるが、メモリ９１２の中に存在し
得ることが理解されるべきである。一例では、電気コンポーネント９０４、９０６、９０
８および９１０は、少なくとも１つのプロセッサを含むことができる、あるいは各電気コ
ンポーネント９０４、９０６、９０８および９１０は、少なくとも１つのプロセッサの対
応するモジュールであることができる。加えて、追加のまたは代替の例では、電気コンポ
ーネント９０４、９０６、９０８および９１０は、コンピュータ読み取り可能媒体を含む
コンピュータプログラム製品であり得、そこで各電気コンポーネント９０４、９０６、９
０８および９１０は対応するコードであり得る。
【００６３】
　[0072]　本明細書で使用される場合、「コンポーネント」、「モジュール」、「システ
ム」などの用語は、ハードウェア、ファームウェア、ハードウェアとソフトウェアの組み
合わせ、ソフトウェア、または実行中のソフトウェアに限定されるわけではないが、その
ような、コンピュータ関連のエンティティを含むよう意図されている。例えば、コンポー
ネントは、プロセッサ上で動作する処理、プロセッサ、オブジェクト、実行ファイル、実
行スレッド（thread of execution）、プログラム、および／またはコンピュータに限定
されるわけではないが、そのようなものであり得る。例示として、コンピューティングデ
バイス上で動作しているアプリケーションと、そのコンピューティングデバイスとは両方
とも、コンポーネントであることができる。１以上のコンポーネントは、処理および／ま
たは実行スレッド内に存在することができ、ならびにあるコンポーネントは、１つのコン
ピュータに局地的に置かれ得る、および／または２以上のコンピュータ間で配分され得る
。加えて、これらのコンポーネントは、多様なデータ構造を記憶している多様なコンピュ
ータ読み取り可能な媒体から実行することができる。コンポーネントは、インターネット
のようなネットワークを介して信号によって他のシステムと、および/または、ローカル
システム、分散システム（distributed system）において別のコンポーネントと、インタ
ラクトする、あるコンポーネントからのデータのような、１以上のデータパケットを有す
る信号に従うなどして、ローカルおよび/または遠隔処理によって通信し得る。
【００６４】
　[0073]　さらに、多様な態様は、端末に関連して本明細書で説明され、それは有線端末
または無線端末であることができる。端末は、システム、デバイス、加入者ユニット、加
入者局、移動局、モバイル、モバイルデバイス、遠隔の局、モバイル装置（ＭＥ）、遠隔
の端末、アクセス端末、ユーザ端末、端末、通信デバイス、ユーザエージェント、ユーザ
デバイス、またはユーザ装置（ＵＥ）と称されることもできる。無線端末は、セルラ電話
、衛星電話、コードレス電話、セッション開始プロトコル（ＳＩＰ）電話、無線ローカル
ループ（ＷＬＬ）局、携帯情報端末（ＰＤＡ）、無線接続能力を有するハンドヘルドデバ
イス、コンピューティングデバイス、または無線モデムに接続された他の処理デバイスで
あり得る。加えて、多様な態様が、基地局に関連して本明細書で説明される。基地局は、
（１つまたは複数の）無線端末と通信するために利用され得、アクセスポイント、Ｎｏｄ
ｅＢ、またはある他の用語としても称され得る。
【００６５】
　[0074]　さらに、「または」という用語は、排他的な「または」ではなく包括的な「ま
たは」を意味するよう意図されている。すなわち、他に指定されない限り、もしくは文脈
から明らかでない限り、「ＸはＡまたはＢを用いる」という表現は、自然な包括的置換の
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いずれかを意味するよう意図されている。すなわち、「ＸはＡまたはＢを用いる」という
表現は、ＸはＡを用いる、ＸはＢを用いる、または、ＸはＡとＢの両方を用いる、のいず
れによっても満たされる。加えて、本明細書および添付の特許請求の範囲で使用される「
ａ」および「ａｎ」という冠詞は、他に指定されない限り、もしくは単数形を対象として
いることが文脈から明白でない限り、「１以上」を意味することが広く解釈されるべきで
ある。
【００６６】
　[0075]　本明細書で説明された技法は、ＣＤＭＡ、ＴＤＭＡ、ＦＤＭＡ、ＯＦＤＭＡ、
ＳＣ－ＦＤＭＡおよび他のシステムのような多様な無線通信システムに使用され得る。「
システム」および「ネットワーク」という用語は、互換可能なように使用されることが多
い。ＣＤＭＡシステムは、ユニバーサル地上無線アクセス（ＵＴＲＡ）、ｃｄｍａ２００
０等のような無線技術を実現し得る。ＵＴＲＡは、広帯域ＣＤＭＡ（Ｗ－ＣＤＭＡ）およ
び他の異なるタイプのＣＤＭＡを含む。さらに、ｃｄｍａ２０００は、ＩＳ－２０００、
ＩＳ－９５、およびＩＳ－８５６規格をカバーする。ＴＤＭＡシステムは、モバイル通信
のためのグローバルシステム（ＧＳＭ（登録商標））のような無線技術を実現し得る。Ｏ
ＦＤＭＡシステムは、発展型ＵＴＲＡ（Ｅ－ＵＴＲＡ）、ウルトラモバイルブロードバン
ド（ＵＭＢ）、ＩＥＥＥ ８０２．１１（Ｗｉ－Ｆｉ）、ＩＥＥＥ ８０２．１６（ＷｉＭ
ＡＸ）、ＩＥＥＥ ８０２．２０、フラッシュＯＦＤＭＡ等のような無線技術を実現し得
る。ＵＴＲＡおよびＥ－ＵＴＲＡは、ユニバーサルモバイルテレコミュニケーションシス
テム（ＵＭＴＳ）の一部である。３ＧＰＰロングタームエボリューション（ＬＴＥ）は、
Ｅ－ＵＴＲＡを使用するＵＭＴＳのリリースであり、それはアップリンクにおいてＳＣ－
ＦＤＭＡを、およびダウンリンクにおいてＯＦＤＭＡを用いる。ＵＴＲＡ、Ｅ－ＵＴＲＡ
、ＵＭＴＳ、ＬＴＥ、およびＧＳＭは、「第３世代パートナーシッププロジェクト」（３
ＧＰＰ）と名付けられている機関からの文書に説明されている。加えて、ｃｄｍａ２００
０およびＵＭＢは、「第３世代パートナーシッププロジェクト２」（３ＧＰＰ２）と名付
けられている機関からの文書に説明されている。さらに、そのような無線通信システムは
、不対無認可スペクトル、８０２．ｘｘ無線ＬＡＮ、ＢＬＵＥＴＯＯＴＨ（登録商標）、
近距離通信（ＮＦＣ－Ａ、ＮＦＣ－Ｂ、ＮＦＣ－ｆ等）、および任意の他の短距離または
長距離の、無線通信技法を使用することが多いピアツーピア（例えば、モバイルツーモバ
イル）アドホックネットワークシステムをさらに含み得る。
【００６７】
　[0076]　多様な態様または特徴は、多数のデバイス、コンポーネント、モジュールおよ
び同等物を含み得るシステムの観点から提示されることになる。多様なシステムは、図に
関連して説明されたデバイス、コンポーネント、モジュール等の全てを含み得ないこと、
および／または追加のデバイス、コンポーネント、モジュール等を含み得ることは、理解
および認識されるべきである。これらのアプローチの組み合わせも使用され得る。
【００６８】
　[0077]　本明細書で開示された態様に関連して説明された多様な例示の論理、論理ブロ
ック、モジュール、および回路が、汎用プロセッサ、デジタルシグナルプロセッサ（ＤＳ
Ｐ）、特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）、フィールドプログラマブルゲートアレイ（Ｆ
ＰＧＡ）または他のプログラマブル論理デバイス、ディスクリートゲートまたはトランジ
スタ論理、ディスクリートハードウェアコンポーネント、あるいは本明細書で説明された
機能を実施するように設計されたそれらの任意の組み合わせで実施または実現され得る。
汎用プロセッサは、マイクロプロセッサであり得るが、別の方法では、プロセッサは、任
意の従来型のプロセッサ、コントローラ、マイクロコントローラ、またはステートマシン
であり得る。プロセッサは、例えば、ＤＳＰとマイクロプロセッサ、複数のマイクロプロ
セッサ、ＤＳＰコアに連結した１以上のマイクロプロセッサ、または任意の他のそのよう
な構成の組み合わせのような、コンピューティングデバイスの組み合わせとしても実現さ
れ得る。加えて、少なくとも１つのプロセッサは、上述のアクションおよび／またはステ
ップのうちの１以上を実行するように動作可能な１以上のモジュールを備え得る。
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【００６９】
　[0078]　さらに、本明細書で開示された態様に関連して説明されたアルゴリズムまたは
方法のアクションおよび／またはステップは、ハードウェアにおいて、プロセッサによっ
て実行されるソフトウェアモジュールにおいて、またはそれら２つの組み合わせにおいて
直接具体化され得る。ソフトウェアモジュールは、ＲＡＭメモリ、フラッシュメモリ、Ｒ
ＯＭメモリ、ＥＰＲＯＭメモリ、ＥＥＰＲＯＭメモリ、レジスタ、ハードディスク、リム
ーバブルディスク、ＣＤ－ＲＯＭ、または、当技術分野で周知の記憶媒体の任意の他の形
態に存在し得る。例示的な記憶媒体は、プロセッサが、記憶媒体から情報を読み取り、お
よび記憶媒体に情報を書き込む、ことができるように、プロセッサに結合され得る。別の
方法では、記憶媒体は、プロセッサの一部を成し得る。さらに、いくつかの態様では、プ
ロセッサおよび記憶媒体はＡＳＩＣに存在し得る。加えて、ＡＳＩＣはユーザ端末に存在
し得る。別の方法では、プロセッサと記憶媒体は、ユーザ端末にディスクリートコンポー
ネントとして存在し得る。さらに、いくつかの態様では、アルゴリズムまたは方法のアク
ションおよび／またはステップは、１つの、または任意の組み合わせの、あるいは一組の
コードおよび／または命令として機械読み取り可能な媒体および／またはコンピュータ読
み取り可能な媒体に存在し得、それらはコンピュータプログラム製品の中に組み込まれ得
る。
【００７０】
　[0079]　１以上の態様では、説明された機能は、ハードウェア、ソフトウェア、ファー
ムウェア、またはそれらの任意の組み合わせで実現され得る。ソフトウェアで実現された
場合、機能は、コンピュータ読み取り可能な媒体に１以上の命令またはコードとして送信
または記憶され得る。コンピュータ読み取り可能な媒体は、１つの場所から別の場所への
コンピュータプログラムの転送を容易にする任意の媒体を含む通信媒体およびコンピュー
タ記憶媒体の両方を含む。記憶媒体は、コンピュータがアクセスすることができる任意の
利用可能な媒体であり得る。限定ではなく、例示として、そのようなコンピュータ読み取
り可能な媒体は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ、ＣＤ－ＲＯＭまたは他の光学ディスク
記憶装置、磁気ディスク記憶装置または他の磁気記憶装置、あるいはコンピュータがアク
セスすることができ、データ構造または命令の形態で所望のプログラムコードを記憶また
は運ぶように使用されることができる任意の他の媒体を備えることができる。また、いか
なる接続もコンピュータ読み取り可能な媒体と称され得る。例えば、ソフトウェアが、同
軸ケーブル、光ファイバーケーブル、ツイストペア、デジタル加入者線（ＤＳＬ）、また
は赤外線、無線、およびマイクロ波のような無線技術を使用してウェブサイト、サーバま
たは他の遠隔のソースから送信されると、同軸ケーブル、光ファイバーケーブル、ツイス
トペア、ＤＳＬ、または赤外線、無線、およびマイクロ波のような無線技術は、媒体の定
義に含まれる。本明細書で使用される場合、ディスク（disk）およびディスク（disc）は
、コンパクトディスク（ＣＤ）、レーザーディスク（登録商標）、光ディスク、デジタル
多目的ディスク（ＤＶＤ）、フロッピー（登録商標）ディスクおよびブルーレイディスク
を含み、ここで、ディスク（disk）は通常磁気的にデータを再生し、一方、ディスク（di
sc）は通常レーザーで光学的にデータを再生する。上述の組み合わせも、コンピュータ可
読媒体の範囲内に含まれるべきである。
【００７１】
　[0080]　前述の開示は、例示の態様および／または態様を説明するが、添付の特許請求
の範囲によって定義される態様および／または説明された態様の範囲を逸脱することなく
、本明細書で多様な変化および修正がなされることができることは留意されるべきである
。さらに、態様および／または説明された態様の要素は、単数形で特許請求あるいは説明
され得るが、単数形への限定が明確に述べられていない限り、複数系が考慮されている。
さらに、態様および／または任意の態様の一部または全ては、他に指定されない限り、態
様および／または任意の他の態様の一部または全てで利用され得る。
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